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かたい 
 

かたい布でバサバサと覆っていく 

もう誰の目にも晒させない 

この子を 

 

 

藍色の鬼 
 

ヤブガラシの奥 

ずっとずっと奥 

藍色の鬼たちの中に目がある 

いいよ 

いいんだ 

ゆっくり帰っておいで 

そしたらね 

僕ら重なり合って眠るんだ 

仲のいいきょうだいみたいに 

 

 

海までは 
 

あなたは「私たち」と言うとき少しだけ口を尖らす 

あなたが木なら私はあなたを赦したでしょうに 

柔らかなウロを爪で掻く 

 

木を数えながら 海まではゆける 


